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今
年
も
ウ
ト
ロ
で
2

月
5
日
〜
3
月
12
日
ま

で
、
知
床
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
２
０
１
６
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

知
床
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
。 

そ
れ
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

海
に
押
し
寄
せ
る
流
氷

と
厳
し
い
寒
さ
を
逆
に

楽
し
ん
で
し
ま
お
う
と

い
う
知
床
の
冬
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。「
オ
ー
ロ

ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
は

そ
の
メ
イ
ン
・
イ
ベ
ン

ト
。
昭
和
33
年
に
知
床

の
夜
空
に
現
れ
た
本
物

の
オ
ー
ロ
ラ
の
感
動
を

何
と
か
再
現
し
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。

知
床「
ウ
ト
ロ
温
泉
」

で
は
、
す
で
に
20
数
年

似
で
な
い
、
し
か
も
知
床
の
大
自
然
に
マ

ッ
チ
し
た
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
目
指

し
た
結
晶
で
も
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ロ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は
、
単
に

無
機
的
な
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
ま
た
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
、
オ

ー
ロ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
す
る
た
め
、 

通
常
の
レ
ー
ザ
ー
ア
ー
ト
の
手
法
と
は
全

く
異
な
る
投
射
法
（
投
射
さ
れ
た
像
を
見

る
の
で
は
な
く
、
光
源
と
観
客
と
の
空
間

を
舞
台
と
す
る
）
と
自
然
の
風
雪
と
麦
わ

ら
の
煙
の
揺
ら
め
く
粒
子
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
厚
み
の
あ
る
ス
ク
リ
ー
ン
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。「
本
物
の
」
感
動
を

送
る
た
め
に
は
大
勢
の
裏
方
さ
ん
の
活
躍

が
あ
り
ま
す
。

麦
わ
ら
を
燃
や
し
上
空
を
お
お
っ
た
煙

幕
を
レ
ー
ザ
ー
光
線
が
赤
・
青
・
黄
な
ど

に
染
め
上
げ
、
ク
リ
オ
ネ
な
ど
を
創
造
す

る
。
ス
ス
で
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
、
目

を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
ワ
ラ
を
燃
や
す

人
、
レ
ー
ザ
ー
操
作
や
音
楽
を
担
当
す
る

人
、
観
客
を
誘
導
す
る
人
、
駐
車
場
整
理

を
す
る
人
、
こ
れ
ら
裏
方
に
は
地
域
の
郵

便
局
や
消
防
で
働
く
人
、
学
校
の
先
生
、

漁
師
、
農
家
、
商
店
主
、
ホ
テ
ル
の
休
み

の
従
業
員
な
ど
多
く
の
「
オ
ー
ロ
ラ
に
と

り
憑
か
れ
た
男
た
ち
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
尽
力
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

取
材
を
し
た
3
月
4
日
は
天
候
も
穏
や

か
で
、
そ
し
て
今
年
で
最
後
と
い
う
こ
と

で
た
く
さ
ん
の
観
客
が
幻
想
的
な
オ
ー
ロ

ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
魅
了
さ
れ
、
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

前
よ
り
冬
の
生
活
を
楽
し
み
、
冬
の
観
光

客
誘
致
を
目
指
し
て
、
全
国
へ
の
情
報
発

信
を
し
た
い
と
い
う
地
域
若
者
た
ち
の
意

気
込
み
に
よ
り
生
ま
れ
た
地
域
手
づ
く
り

の
イ
ベ
ン
ト
（
知
床
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭

和
62
年
よ
り
メ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
オ
ー
ロ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
を
2
月
～

3
月
に
実
施
し
、
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
名
も

「
知
床
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
と
し
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
反
響
も
高
ま
り
、
極
め
て
高

い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
オ
ー
ロ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
取
り

入
れ
た
経
過
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な
背

景
が
あ
り
、
昭
和
33
年
に
知
床
の
夜
空
に

大
規
模
な
オ
ー
ロ
ラ
が
出
現
し
た
と
い
う

史
実
か
ら
、
な
ん
と
か
こ
れ
を
再
現
で
き

な
い
か
と
い
う
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
か

ら
、
知
床
の
大
自
然
の
夜
空
に
麦
ワ
ラ
の

煙
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ン
を
作
り
出
し
、
レ

ー
ザ
ー
光
線
を
投
映
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
幻
想
的
に
揺
ら
め
く
オ
ー
ロ
ラ
を
再
現

す
る
今
の
方
法
に
至
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
域

の
若
者
た
ち
の
熱
い
語
ら
い
の
中
か
ら
、

全
国
各
地
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
人
真

知床ファンタジア2016

30
年
の
歴
史
に
幕
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＆

２
０
１
６
年
史
上
最
も
流
氷
初
日
が
遅

く
オ
ー
ロ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
が
今
期
で
最

終
回
を
迎
え
、
流
氷
ノ
ロ
ッ
コ
号
の
廃
止

が
噂
さ
れ
冬
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
観
光
の
魅
力

が
減
り
つ
つ
あ
る
中
、
今
年
も
商
工
会
青

年
部
が
道
の
駅
し
ゃ
り
前
に
「
ジ
ャ
ン
ボ

滑
り
台
」
を
作
製
し
た
。

今
年
の
大
き
な
特
色
は
滑
り
台
の
道
路

側
の
壁
に
「
斜
里
町
を
応
援
す
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
シ
ャ
リ
ッ
と
さ
ん
」
の
レ
リ
ー

フ
を
作
成
し
た
事
。
予
想
を
反
し
思
い
の

外
完
成
度
が
高
く
観
光
客
や
子
供
達
に
人

気
を
博
し
て
い
た
。
今
年
は
滑
り
台
の
角

度
が
子
供
に
と
っ
て
丁
度
良
い
様
だ
と
の

高
評
価
も
頂
い
た
。
ま
た
、
滑
り
台
作
製

中
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
と
思
わ
れ

る
方
々
の
何
度
も
滑
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
に
も
利
用
し
て
頂

き
寒
さ

に
耐
え

作
っ
た

甲
斐
が

あ
っ
た
」

と
久
野

青
年
部

部
長
は

話
し
て

い
た
。

ま
た
、

今
年
も
地
域
振
興
委
員
会
に
よ
り
道
の
駅

し
ゃ
り
前
に
「
海
産
物
入
り
の
氷
柱
」
が

設
置
さ
れ
た
。
文
字
彫
り
が
施
さ
れ
た
柱

に
鎮
座
す
る
氷
の
中
に
は
メ
ン
メ
や
ホ
ッ

ケ
、
鮭
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
や
毛
ガ
ニ
、
ブ
リ

や
イ
ナ
ダ
等
が
入
っ
て
い
る
。
日
中
は
多

く
の
観
光
客
が
氷
柱
の
前
で
写
真
撮
影
を

し
て
い
た
。
夜
は
道
の

駅
か
ら
の
光
を
受
け
一

層
綺
麗
に
見
え
る
。「
初

め
て
見
た
」「
氷
が
溶

け
た
ら
中
身
を
持
っ
て

帰
り
た
い
」
と
喜
ぶ
人

が
い
れ
ば
、「
昔
冬
の

イ
ベ
ン
ト
で
見
た
覚
え

が
あ
っ
て
懐
か
し
い
」

と
目
を
細
め
て
い
る
人

も
多
く
訪
れ
た
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

1.25％〜
 2.5％

日
本
政
策
金
融

公
庫
普
通
利
率

3
月
9
日
現
在

※
返
済
期
間
、
保
証
人
・
担
保
の
有

無
等
に
よ
り
利
率
は
異
な
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
報
告

広
報
委
員
会
研
修
報
告

平
成
27
年
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
は
、
国
の
交
付
金
を
利
用
し
て
、
7 

月
、
9
月
、
12
月
と
3
回
総
額
1
億
7
千 

5
百
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行

し
、
多
く
の
町
民
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。

利
用
さ
れ
た
事
業
所
も
３
４
０
事
業
所

中
１
３
８
事
業
所
と
昨
年
と
比
較
し
37
事

業
所
も
多
く
の
事
業
所
で
利
用
さ
れ
ま
し

た
。な

お
業
種
別
の
利
用
回
収
状
況
は
下
記

の
通
り
で
す
。

2
月
16
日　

広
報
委
員
会
は
商
工
会
会

議
室
に
お
い
て
、
地
元
斜
里
町
で
「
シ
リ

エ
ト
ク
ノ
ー
ト
」
を
発
行
活
動
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
を
講
師
に
招
い
て
研
修
会
を
行

な
い
ま
し
た
。

「
シ
リ
エ
ト
ク
ノ
ー
ト
」
は
町
内
在
住

の
若
い
女
性
3
人
（
ミ
ニ
コ
ミ
誌
・
新
聞

記
者
を
経
験
等
）
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、

現
在
ま
で
地
元
ネ
タ
に
こ
だ
わ
り
10
号
を

数
え
て
い
ま
す
。

研
修
会
の
内
容
は
、
紙
面
の
構
成
（
イ

ン
パ
ク
ト
感
の
つ
け
方
・
題
字
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
）
や
記
事
（
テ
ー
マ
）
へ
の
方
向
性

と
い
っ
た
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
例
を

挙
げ
て
の
説
明
で
、
受
講
者
の
広
報
委
員

は
「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
意
見

交
換
・
情
報
交
換
に
あ
る
い
は
昔
話
に
年

代
の
壁
を
越
え
て
大
い
に
話
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

業 　 種 金　額 割　合

小 売 業 158,423,000 91.5%

卸 売 業 669,000 0.4%

飲 食 業 4,149,000 2.4%

宿 泊 業 1,590,000 0.9%

サービス業 5,345,000 3.1%

建 設 業 1,594,000 0.9%

そ の 他 1,418,000 0.8%

合 　 計 173,234,000 100.0%

道
の
駅
滑
り
台
（
青
年
部
）

海
産
物
氷
柱
（
地
域
振
興
委
員
会
）
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経営者にも退職金を

昨
年
8
月
末
に
、
元
の
ス
ナ
ッ
ク
花
壱

様
の
跡
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
ナ
ッ
ク

咲
来
様
で
す
。
店
主
の
山
田
真
里
子
さ
ん

は
「
み
な
さ
ん
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
顔
写
真
の
掲
載
は
い
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

移
転
前
の
お
店
は
収
容
人
数
が
最
大
25

名
程
度
で
、
2
次
会
、
3
次
会
な
ど
、
宴

会
か
ら
流
れ
て
来
る
お
客
様
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

大
き
な
お
店
で
営
業
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
、
昨
年
夏
に
移
転
に
踏
み
切
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
店
舗
は
収
容
人
数
が
60
名
で
、
そ
の

キ
ャ
パ
を
活
か
し
、
学
校
関
係
、
団
体
職

員
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
な
ど
大
人
数
の
宴

会
が
と
て
も
多
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
お

店
の
売
り
は
「
安
い
設
定
で
の
飲
み
放
題

と
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
手
作
り
の
お
通
し
、

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
食
べ
物
も
作
り
ま

す
！
」
と
の
こ
と
で
す
。
飲
み
放
題
は
相

談
が
あ
れ
ば
、
予
算
に
合
わ
せ
て
設
定
い

た
だ
け
る
そ
う
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
2
～
3
名
で
賄
っ
て
お
り
、

営
業
時
間
は
夜
7
時
半
か
ら
2
時
ま
で
、

定
休
日
は
日
曜
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
送
別
会
、
歓
迎
会
シ
ー
ズ

ン
で
団
体
利
用
を
お
考
え
の
方
に
は
大
変

使
い
勝
手
の
よ
い
「
ス
ナ
ッ
ク
咲
来
」
で

す
。ご
予
約
・
ご
来
店
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

ス
ナ
ッ
ク
咲さ
く
来ら

企業を訪ねて

移転した新しいスナック

（173）

振
興
局
　
産
業
振
興
部
商
工
労
働
観
光
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
５
２-

４
１-

０
６
３
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
５
２-

４
４-

３
１
８
４

広々とした店内でくつろげます

持続化補助金

★補助事業の申請にあたり、商工会の支援が必要
ですので４月２０日までにご相談下さい。

＜　概　要　＞

金額と補助率：１件当たり50万円上限
　　　　　　　（補助率２／３）
補助対象事業：販路拡大用のチラシ作成、商品パ
　　　　　　　ッケージ制作、集客力を高めるた
　　　　　　　めの設備導入などの費用。
◦雇用の増加を伴う取り組み、または買い物弱者

対策に取り組む事業者、あるいは海外展開に取
り組む事業者については100万円が上限になり
ます。

◦複数の事業者が共同して申請することもできま
す。複数の事業者が連携する場合には、上限は
100万円～500万円です。

　＊連携小規模事業者数によります。

　小規模事業者（従業員数が２０名以下・商業、サ
ービス業は５人以下）の販路拡大等（持続化補助
金等）として、商工会・商工会議所と一体となっ
て実施する販路拡大の取組みを支援します。

①常時使用する従業員の数が20名以下（商業、
サービス業は5名以下）の個人事業主、共同経
営者、及び会社等役員の方が対象です。

②掛金月額は1,000円～70,000円の範囲内
（500円単位）で自由に選べます。

③毎月3万円の掛金（年間36万円）で、例えば課
税対象所得400万円の方なら約11万円の節税
になります。

④いざという時に掛金合計額の一定の範囲内で事
業資金等の貸付けが受けられます。

ポイント☞　小規模企業共済制度に加入し、毎月
掛金を納付すれば、退職時に共済金
が支払われ、現役引退後も安心した
生活設計が立てられます。

　　　　　　退職後のゆとりある生活のために小
規模企業共済制度をご活用下さい。

　経営者の皆さま。退職金の準備を中小機構がお
手伝いします。
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○
ま
だ
途
中
で
は
あ

る
が
、
こ
の
冬
は
例

年
の
度
を
越
し
た
記

録
的
猛
吹
雪
が
2
回

あ
っ
た
。
早
め
早
め

の
道
路
封
鎖
等
、
災
害
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
事
態
を
予
測
し
対
策
を
講
じ
た
為
、

幸
い
人
的
被
害
だ
け
は
あ
ま
り
ひ
ど
く
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
斜
里
町
の
近
郊

美
咲
地
区
の
国
道
で
も
道
路
上
の
吹
き
溜

ま
り
と
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
視

界
不
良
で
、
６
台
も
の
車
が
多
重
交
通
事

故
に
遭
遇
し
た
と
の
話
を
聞
き
、
改
め
て

事
前
の
用
意
・
心
構
え
の
大
切
さ
を
再
確

認
さ
せ
ら
れ
た
。
美
咲
地
区
は
昔
か
ら
冬

場
の
天
気
が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
変
わ
り
や

す
い
と
こ
ろ
、
過
去
に
幾
度
か
道
路
状
態

の
急
変
が
原
因
と
す
る
事
故
が
起
き
て
い

た
。
ご
用
心
。
ご
用
心
。

○
こ
の
と
こ
ろ
町
外
資
本
に
よ
る
わ
が
町

へ
の
進
出
（
？
）
が
相
次
い
で
聞
こ
え
て

き
た
。
一
つ
は
観
光
名
所
「
オ
シ
ン
コ
シ

ン
の
滝
」
の
上
に
建
設
を
予
定
さ
れ
て
い

る
ホ
テ
ル
（
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
で
あ

り
、
他
に
町
国
道
沿
い
郊
外
に
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
競
合
す
る

地
元
の
業
者
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る

の
か
と
戦
々
恐
々
。

○
使
用
し
て
い
る
列
車
・
機
材
の
老
朽
化

の
為
「
流
氷
ノ
ロ
ッ
コ
号
」
の
運
行
が
今

年
で
打
ち
切
り
に
な
る
と
い
う
。
ウ
ト
ロ

の
オ
ー
ロ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
も
今
年
で
終

わ
り
。
流
氷
も
遅
く
来
て
早
く
去
っ
て
し

ま
う
。

　

観
光
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
材
料
を
考
え
る

と
少
々
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
知
床
観

光
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ん
が
た
め
に
も
い

ろ
い
ろ
な
形
で
の
ア
イ
デ
ア
や
創
意
工
夫

は
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
田
）

〇
ふ
ら
っ
と
ナ
イ
ト

　
　

◦
と　

き　

４
月
８
日
㈮　

午
後
７
時
〜
午
後
10
時
ま
で

　
　

◦
と
こ
ろ　

実
施
商
店
街 

〇
商
工
会
青
年
部

　
　

◦
平
成
28
年
度
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
９
日
㈫

　
　

◦
創
立
50
周
年
記
念
式
典 

〇
新
入
社
員
研
修
会

　
　

◦
と　

き　

４
月
19
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

所 得 税　4月20日㈬
（延納分）　5月31日㈫
消 費 税　4月25日㈪

個人事業主の
　　口座振替納税日

　
平
成
28
年
度
の
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
は

3
月
分（
4
月
納
付
分
）か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料

率
及
び
介
護
保
険
料
率
は
、
本
年
3
月
分
（
4

月
納
付
分
）*

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。 

　

現
行
10
・
14
％
→
10
・
15
％
に
0
・
01
％
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

40
才
～
64
才
の
介
護
保
険
料(

１
・
58
％)

は

据
え
置
か
れ
ま
す

　

保
険
料
額
表
で
ご
確
認
下
さ
い
。

協
会
け
ん
ぽ

（前日までに、残高の確認及び入金をお願いします）

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
サ
ポ
ー
ト
！

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

【
ご
融
資
額
】　
お
子
さ
ま
１
人
あ
た
り

３
５
０
万
円
以
内

【
金
　
　
利
】　
年
２
・
05
％　

固
定
金
利

※
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た
は
世
帯
年

収
２
０
０
万
円
（
所
得
１
２
２
万
円
）
以

内
の
方
は
年
１
・
65
％
（
平
成
28
年
１
月

31
日
現
在
）

【
ご
返
済
期
間
】　
15
年
以
内
（
交
通
遺
児

家
庭
、
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た
は
世

帯
年
収
２
０
０
万
円（
所
得
１
２
２
万
円
）

以
内
の
方
は
18
年
以
内
）

【
お
使
い
み
ち
】　
入
学
金
、
授
業
料
、
教

科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷

金
・
家
賃
な
ど

【
ご
返
済
方
法
】　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

【
保
　
証
】　（
公
財
）教
育
資
金
融
資
保
証

基
金（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
日
本
政
策
金
融
公
庫

北
見
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〕

　
　
　
　

０
５
７
０

−

０
０
８
６
５
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は　

０
３

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６

〔
日
本
政
策
金
融
公
庫
北
見
支
店
〕

　
　
　
　

０
１
５
７

−

２
４

−

４
１
１
５


